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論文審査の要旨（400 字以内） 

本研究では、院外心肺停止症例(OHCA)に対し、自己心拍再開後 (ROSC)の生

命予後に病院到着後の二次救命処置(ACLS)時間が関与するかを明らかにする

ために、ROSC 後生存に関与する予測因子を検討している。 

救急搬送された内因性 OHCA(340 例)の予後を、年齢、性別、心肺停止時

目撃者の有無、救急隊覚知から病着までの時間、病着後 ACLS 施行時間、ア

ドレナリン投与量、来院時動脈血液ガス分析値、来院時心電図モニター波

形について比較検討し、多変量解析を行った。その結果、病着後 ACLS 施行

時間と来院時 K値が、ROSC 後 ICU に入室に至る予測因子として、また 24 時

間以上生存の有無に関する予測因子であることを明らかにした。 

院外心肺停止症例(OHCA)に対し、自己心拍再開後 (ROSC)の生命予後を予測す

る簡便な指標を提示した意義ある論文である。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部

大学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8 条] 

 

 

学 位 審 査 


